



















また、石器の編年的研究では G.F. Dales により、パキスタンのバーラーコート（Balakot）遺
跡で石刃石器の変遷が示されている（Dales 1974）。その他にも宗䑓秀明により、パキスタンの
ラフマーン・デーリ（Rehman Dheri）遺跡で穿孔器を中心とした石刃石器群の変遷が示されて
いる（宗䑓 1986, 1988, 1990）。
石器製作技術的研究は、4 節で詳述するが、パキスタンのメヘルガル（Mehrgarh）遺跡の
丹念な調査から M.-L.Inizan らによる優れた研究が数多く提示され（Inizan and Lechevallier 1990; 
Inizan et al. 1994, 1997; Lechevallier 1984, 1991）、ローフリー丘陵遺跡群の調査からも多くの知見が
得られている（Biagi 2007; Biagi and Cremaschi 1991; Biagi and Starnini 2008; Negrino and Starnini 1995, 
1996）。





















































はリボン・フレ－ク（ribbon flake）と呼称されることもある両側縁平行で長さが 10cm 以上の長
大なものが多数を占める。これらは堅い木や獣骨もしくは角を用いた通常の押圧剥離技術では
なく、金属器（おそらく銅）を用いた押圧剥離もしくは間接打撃技術により剥離されたもので、
専業性の高い工人により作出されていたと考えられている（Inizan et al. 1994; 遠藤 2003）。その
他にも、石刃作出前に石材に加熱処理（heat treatment）を施していたことも指摘されている（Inizan 
et al. 1990; 遠藤 2003; 野口 2008）。また、石刃製作は、その工程の近似性からインダス文明を特
徴づける紅玉髄製ビーズ製作との関連も指摘されている（遠藤 2002, 2004）。ビーズの製作工




インダス文明期の石器製作工程は F. Negrino らにより、該期最大の石材原産地であるパキス
タンのローフリー丘陵遺跡群の詳細な調査からローフリー・チャートの石刃及び細石刃の製作
工程が復元されている（Negrino and Starnini 1995）。その他の石材では、前後の時代ではあるも








び玉髄・瑪瑙系石材が多数を占める。それらの原産地は R.W. Law の詳細な研究によりほぼ明ら
かにされている（Law 2008）。最も着目すべき石材は、既に触れたパキスタンのシンド地方に所
在するインダス文明期最大のチャート原産地ローフリー丘陵産の、所謂ローフリー・チャート
である。南北約 140km、東西約 40km を測る石灰岩のテーブル・マウンテンであるこの丘陵か
らは、至る所からチャートが産出し、旧石器時代以降人類の石材採掘・石器製作の場となって
いる。文明期では各時期により多寡はあるものの、この場を組織的に開発し、石核成形から石
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